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　　　　　幼児の遊び と指導に つ い て

　　　　　　　一一一一一一一一一 じゃんけ脇
幽1

謬講臨 掌） ？甕齢撥と。梦．） 驫騫豊辷繖 遡 ）

　はUめに

幼｝肪 取り養く赴塗畷塘、宮嬾 境、螺 境暮、

鏃 ぐるレく変勧 櫓 うれ舂昨今てある． そ承に伴い

幼〕助蜘 に》蜘 柚ら訳る ， 室地 湖 ・公圃な
とビ、身体を動かして L 黥 號 んどいる拳も冕か ［f
ゐ冫どがぽじんこない

，

　動児の生浩は、盤びが中心ごあると壷視さAながら

も、真の意購Cの蜘
・

が獣さ笊て し臨 ｝し｝。 薗嶺獄お

ウる拠 とその麟 i（つ、、て 庭直す嶂勸 洩あると寿丸

る。｛こご、鯱 の藩ぴにあ烈 こ とりて
幽’
きないごや

んけ嚇 1て欄 をあ竃 τ薦え牝い。

　じゃんけんは、1り   もどこごも騨 にげきるき竝
びから、警くのtt．tJLちとかか わウ然もてる集団瀞 へ

n ，ゼの齟 の内容は艪 謙でもある 。 軅 癩の愁

蓬の碆しい麟 にじゃ んけん齠 芭取 リ惣ずることは

セの歡育的意義洳 なり魅 いと薦袖 ， しか し、跡

懸 ヒ，購 講 熔 鷹 熱 く靆 に帥嚇
’
ご

鵜 聯 あ9 、

｝．磯 醐

　じtsんぼ欟 1くついて考える蒔、刧児の曳態や発
蓬鴬即し之 い邸 喫践荏琶に し、葺1ミすることが勿麝。

　そこご、今攤 詫 やんけんの勝ち夐け
・
あしに 理解

にりし1ての織 杷握し、幼激てよリ楽し、蜘 葱本
駿さ辻る勣 の蜘 や麟 の寛直じ製躑丿た．“ 。 そし

て，鞭 の瞬 の峯齔 とす胤

2、磯 魑 おま嚇 蠹
（｛）測卿諮

　   じゃんけんについての鰈 の実施
　　 （2巻eeOmpんけんの勝ち夐昨理解）
　　

・
鰤 嚇 する （爬

一
アサート）に対藪反応

　　　・じゃ ん↓蜘 潔9一冫提示1
『
尉 する賄

　   蟷続じゃ ん亘瀬 てよゐ鑞瓣
9）譏 戯

　　 面醜 による調査毫行なら 。

　  じ　mpんけんの表しカ

　　 グー一　Ee　G・、1粘 はP
、 う

・
ヨ キはc匕穿ゐ 、

緲 飜
　　 3嶽憑 男］Wk　．　tv 麁 言麟危

　　 4歳据 男3編
一
  3鴨　討鵯惣

　　 5歳児 男36舶、安44茄 計3魄 ・含計1躋名

3 、紐票および着察
　じゃんけんの基礎麟鹽ぐついて

・ 鰤 の提示に対する反応一 敏飾の
「

勝っ てね」 の

指示1（耐 しての及応縲 は、表 れ こ熊す飽 りζ協 る ，

3歳く4裁ぐ臟 ど細齪・譲 に 、編苣が高くなり

’
r　P

る。3嶽の約  ％に対して 臓 ごtEI、觀 0％と．高く．な

フてΩ蓉 。

「

蠻けr  」 の積承に対しての亙応蔽菓1ま

叢2 に示す慮 りであb 。 3嶽く4蠢くぢ歳と超齢と美
ド高い穣向髢示して 、ゐ s 濃 の鞠彗0％に翼して．5
歳ごぱiまフ きり理鯉しての賄 ぜある 。

「
夐tナe ね」

の叡査ガ駿 図酌こあに肇ことから 、恥 5歳ビ蟹 栗
然良くな っ て　 c）e 。 縁 に対して 3蜘 雛 の結梁であ

る
’
：
・

：Ltま、じ々んげんへの理隔ポ敵
噛

なのヱどがわ
か漁 ， 3 〜 5歳感、じゃんけん理解ができて《る大加
蹴 鴇る二とポ、飆 、らも鬣ブげゐ二乙

淋できた。

・ じゃん崢ん搾9…
ン提示に粛する反庖一一

じ漕んけ
瑠1。ダー

冫捉癖調 する4 ・5rkの反嬾 塞、表3
1婦す邇．りごある。欝ら負けの鑼 は、

∠糠 顕

緡％〈曦 蕗o 妬マ矯る。 4嶽据齢 聯 を
霾えると黼 邇 くなこるのは、ま戡よフ きジ狸緲 獄

されていな ‘，ことがわ彪〜馨。 4歳泥に辷ヒベて 臓 懲数
働 ら搬 し、理解している功氾が釈 比 とが わか

る．
。飜 じigんぼん煮よる訟麟 にフいて

　翻 2図じゃんけんによる（毫・G 甲 の毎理蜘
驫課は、裘4c；示聾 9であ跨。 3歳｛よ（・ig，4％2（h
餓ぢ％冫P竣 1％ご

’

講るe4 歳はP3玄5 拓冫（鴛2、7％
冫ω ∠4 ％で癬な 、 5歳は（）il81、2％ンpee．9・k冫（摯7
9％て獅な e う歳 のOの訟瓣 が少し黥 、弛iま、（辛
C ・Pの雌 麟 の大差は更う繼 い 。 Oの幽瓣
斌磁いこと藝予葎してい忙が、結勲ま蓮であ フた 。 葬

齢 曜 づ 鞭 一芙などぞc纐 二乙には、礦犯 u
るようごある、 瑠埋の中には、臼P ・CPa 骨Cの 2
種の命の齷 捷恥 ら嵌なし掬児は、3歳2曳◎％冫4
掬曾2％〉臟 臥o％萄 る。毓 uやん1擢 穿き
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　　　　　彡力児の遊びと指導に つ い 了

　　　　　　　一 　じゃ んけん遊び　2　一

畠山倫手　　　　　 th・？木尚美　　　　　○東 和3
（安田妻子短期大学）　（広島市教脊セ 冫ター）　 （広崑布ゴL上緑井幼椎園）

1．研究目的

　じゃんけん遊び 1で櫨べた茎礎理解の招握に基ナき、

じゃんけんの特’腔を生かした遊びの研究をするととも

に、溌簟壟鯔 に応じた保育曳1蔟を試み指導にフ いて考

える：とを目的と．する 。

2，硫 方法

　4・・5麺 旧を櫞 に、じゃんけん饐ぴの裸育実覈を

行なd 、観察法による韻 をもとに着察する。

3．研納 容

　（D 盤〃や生i古におけるじゃ んけん場面

　　効廻の棟写を許ると、い ろいろな場でじゃ んけん

　が梗われて いる。そこで
1

、い ろいうな場面での じゃ

　んけんを分頻する。（表 1に示 す薀りである ・）
表 1 鑑びや生治の瀚駐におけるじゃ んけんの介類

じゃ んけん場 面 方 宏 主 な 　 　 ！

脳 ん叮ん曲 ぽ禰 聯 んσん当て 出戯 騨 孟灯ん 験 鹹 んソンワ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な1と厂

じ帆 けん乏のも吻

均唾 ひ になる場面

二 湘 で 華ぶ お 1さぎ、お加 らか じゃんけんおひらきさん

難 陣 慰帆 ，憐 ん肌 盾離 き　 解

び

集酊 こ蹴 く ♪ずきき騨 んσん 線 上亀 ，脚 んりん緯

じ
．
や ん 1帆 す」うく、隅 戦 ドン．鶸 心環 1丁ん

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 な 尨
1

才 二 来め 遊伽 中乙 鬼死 櫛 う時 　 恥
鋤）
．
琶円熱 ：する

手段匕し乙便う踊
殺 天め ままゴ との 役載 睛 　 　 な ご

1熕書決 め 線 k勉 卸 邸 る儲 を 崩 時 なピ

組 鴻 牛 F・今ボーIL　1励 一なと チーム 1：勧 準る齣

トラブ ル辭消 鶸 犀麗
伽 中師 7）匪 黝 腿

順緬 のレワヤ 癲 ゆ ・賄 　　　加
生

沽

生浩 の 中τ
」
脚 う

場 面

組み分σ ク）」趣 耡 る　 　 　　 　 な o

物 毋分配 蹄胤 を射 る 順 の分乱 　耽
．

覆灰め 厂　 甚　
曜
　　 　　 　　 な ご

e）躰 觚 騰 例
　kr　vl巨に鼎 しやすく、幼｝巨だけでじゃんえ傭 顏バ

展閑できx しか
・

も珍入数で遊べる齟
1

に視点塗あでて

丿考え、意図的に環境齪 レ指尊窒齣 鶇皐例て物る 。

　  庫例 〕 はしごじゃんけSW
・’

　　　 はしご餐力丶く。　（刧 入のきっ か け ）

皿
、 　琶もっ て　　リ、勧 へ

の反応を示 。

（褒蛛 ・
関心 ）

厂 先生、これ何？． ⊂）
「
珂かば ？」

「 はしごみたい 」
「
えんと．つみたい」

「

え．っ 、すごろくて
“
しょ一j

らぞの場に

　
　 しよう 」

　 知 黻 ♪
　すぐに止一ルを理解し喜ん磁 ぴ は Uめる ・ 緻 の

ある饐ぴ 囃 ぴ っ け、じゃんけんの仕力を工天し莓ジ
蜘 に変化乞もたせ儿一

ルを老えるな
LtLl

のr姿しみられ

た。

　以上、ぱしごじv んけんは．ma｝＃t；｝IS　］L−　］1． のある藍
ぴ君ある。4歳児も参力叮し、友蓮とのPW 、わりも生ま

れ・yyくの友産と楽しむことがびきる瀞 妃
“

ある。勝
つと 1マ ス進み 、 負けると立ち止まるなご、じゃ ん1ナ
んの勝ち負1ナが はi きりしZ い るた嬬 ・足

・
鱗 じ

・“，，U）んなごへの工潮 賜 艦 癖 に葡 的1磁鼠
ようにな っ た。

「

じゃ んけんr
」 のかiす声も天きく楽レ

んでいる翻 見られた。

  動 12 迷路じゃ んけん

　じゃ んけんの囘数邵 、やし、 じゃんけん噤 し亭仕

るこ乙に視点をあて、日1頃匳ヒ丶よく遊んごD る
一本橘…

じゃん竃瓢 力丶ら
・
差Z権 発農させて t、フ 於痢列ごある。

tA の道ご幽あ っ 偽らじゃ んけんをする，

勝っ 蔦ら進a＞．
負け1三ら1蓮から⊆拾りる．

ふやし乙 O ＜。

　　　　　勝。r： ら進む 。

図　　　　　 負け鳶らもこる。

自分たちで IL一ノレを善元て い く 。

　　　　 夐けたう
「

iTtgS ヤ 冫」 と 言い斷 丶うお リ

麟　　　　ゐ 。 10数えにら、また直耄歩きはじめる，

　じゃ λガんな理解して蒟訳こどで行動襯 なリ、

韃 と隷、り返して蘇 こ匕で凝 」のできるものとなう

た・ またτつ の遊Ezr　3広めたことこ、次第仁励口入数
も増え・友鑑とのがかわり栃 丶えて V ， 1三．大きな声
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